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 ４日、新６年生が登校してきました。７日に行われる入学式の準備のためです。体育館

に集合した子どもたちの表情を見ると、すでに最高学年になるんだという自覚に満ちあふ

れていました。卒業式が済んで２週間余り。バトンタッチを受けた在校生の代表として、

すでに城郷小学校のよき伝統が引き継がれていると感じました。本校は

次年度に創立 125周年を迎えます。その準備も今年度から進めていきた

いと思います。 

 

 さて、校庭に咲く桜は、間もなく満開を迎えます。７日の入学式に桜が満開になる可能

性もあります。毎年暖冬と言われ、４月まで桜がもたない年が続く中、今年入学されるお

子さんのご家庭は、よき思い出になるのではないでしょうか。 

そのように考えたときに、下の百人一首にある歌を思い浮かべました。 

 

いにしへの  奈良の都の  八重桜  けふ九重に  にほひぬるかな  

『いにしえの古都、奈良の都の八重桜が、九重の宮中で見事に咲き誇っています』  

 

すなわち、「かつての奈良の栄華をしのばせる豪勢な八重桜が、今の宮廷に

おいても  さらにいっそう美しく咲き誇っている。」と花に託して、今の宮中

の栄華ぶりをほめたたえる歌です。  

創立 124 周年を迎えた城郷小学校。その伝統の重さを感じたときに、上の

歌の意味を本校に重ね合わせました。  

「城郷」の地域に建ち、地域に根付き、地域に愛されてきた伝統（思い）

を守りながら、時代の流れや子どもたちの個性を活かして、一人ひとり違っ

た大きな花を咲かせていきたいと思います。今年度もどうぞよろしくお願い

いたします。  

 

～新しい副校長先生～ 

南区にある大岡小学校から赴任しました久保田昭彦と申します。創立 124 年目の歴史

ある城郷小学校に赴任できたこと、とても光栄に思います。 

これから城郷小学校の子どもたちのために、保護者の方々や地域の方々と連携して、よ

りよい城郷小学校を目指していけたらと思います。何卒、よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 めざす子ども像 
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令和６年４月７日    

４ 月 号 

ともに学び、よりよい生き方を見つけ出す しろさとっ子 


